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　小澤　幸泰 1）、湯浅　典博 2）
【背景と目的】当院では 2011 年 3 月まで日当直帯の検体検査・輸血
検査業務を検査技師 2 名で行ってきた。しかし業務量が多く、輸血
検査に不慣れな技師も多かったためアクシデントの発生が危惧され
た。そのため 2011 年 4 月より日直の輸血検査業務を輸血部技師が














1 時間短縮された。輸血部技師の夜間呼び出し件数は平成 22 年度 7


























【結果】九州ブロックにおける献血者の ALT 値分布は 1 ～ 20IU/ L の
低値を占める割合が最も多く 54.3％で、ALT 値が上昇するにつれて
献血者の割合も減少した。1 ～ 20IU/L 低値の割合は、性別では男性
は 45.8％、女性が 77.8％と差が認められた。年齢別では 16 ～ 19 歳が
72.0％と若年層は低値の割合が高かった。地域別では、大きな差は認
められなかったが、沖縄県で若干 1 ～ 20IU/ L 低値の割合が少なかっ
た。感染症陽性者別では、ALT 値 61IU/L 以上の割合が、HBV（DNA
陽性）、HBV（DNA 陰性）、HCV（RNA 陰性）、HTLV-1、梅毒では
大きな差は認められなかったが、HCV（RNA 陽性）で 22. 7％と高い
割合を示した。現行のALT値61 IU/Lを基準値とした不合格率は2.9％
（18126 人）であった。基準値を仮に 81IU/L 以上とした場合は 1.2％


























人員確保と教育　26 年 1 月に病院幹部から遺伝子検査室開設の許
可がおりた。4. については遺伝子検査を行なう為の知識がある技師
がいない為、極めて厳しい状況であった。幸いなことに、他院で造





【開設・そして運用開始へ】26 年 5 月 23 日現在、場所の確保・分
析機器・試薬などの準備は整い、6 月から確認作業、7 月から運用
開始予定である。検査項目は造血器腫瘍遺伝子検査をメインでス
タートし、定量検査を順次行なっていく計画である。
